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野
母
崎
半
島
の
八
郎
山
系
と
西
彼
杵
半
島
の
一
角
を
な
す
稲

佐
山
、
岩
屋
山
を
結
ぶ
山
で
囲
ま
れ
た
長
崎
。作
家
永
井
荷
風
は

佐
山
、
岩
屋
山
を
結
ぶ
山
で
囲
ま
れ
た
長
崎
。作
家
永
井
荷
風
は

印
象
を

印
象
を「
丁
度
円
形
劇
場
の
や
う
に
」と

「
丁
度
円
形
劇
場
の
や
う
に
」と
記
し
て
い
る
。鶴
の
港
と
呼

記
し
て
い
る
。鶴
の
港
と
呼

ば
れ
た
天
然
の
良
港
で
も
あ
る
。開
港
以
来
、
４
４
２
年
、
歴
史

ば
れ
た
天
然
の
良
港
で
も
あ
る
。開
港
以
来
、
４
４
２
年
、
歴
史

的
に
も
貴
重
な
港
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。港
則
法
の
定
義

的
に
も
貴
重
な
港
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。港
則
法
の
定
義

か
ら
、
喫
水
の
深
い
船
舶
が
出
入
り
で
き
る
港
又
は
外
国
船
舶
が

か
ら
、
喫
水
の
深
い
船
舶
が
出
入
り
で
き
る
港
又
は
外
国
船
舶
が

常
時
出
入
り
す
る
港
で
あ
っ
て
、
政
令（
施
行
令
・
第
２
条
・
別
表

常
時
出
入
り
す
る
港
で
あ
っ
て
、
政
令（
施
行
令
・
第
２
条
・
別
表

２
）で
定
め
る
も
の
を
特
定
港
と
い
う
。

港（
平
成

年
６
月
１

２
）で
定
め
る
も
の
を
特
定
港
と
い
う
。　

港（
平
成　

年
６
月
１

８４８４

２２２２

日
現
在
）
あ
り
、
長
崎
県
で
は
、
長
崎
港
、
佐
世
保
港
及
び
厳
原

日
現
在
）
あ
り
、
長
崎
県
で
は
、
長
崎
港
、
佐
世
保
港
及
び
厳
原

港
の
３
港
が
含
ま
れ
る
。空
路
か
ら
目
的
地
に
入
る
の
も
楽
し
い
が
、

港
の
３
港
が
含
ま
れ
る
。空
路
か
ら
目
的
地
に
入
る
の
も
楽
し
い
が
、

青
い
海
、
空
、
周
辺
の
島
々
、
行
き
交
う
船
、
白
い
航
跡
、
す
ば
ら

青
い
海
、
空
、
周
辺
の
島
々
、
行
き
交
う
船
、
白
い
航
跡
、
す
ば
ら

し
い
眺
望
を
満
喫
し
、
時
間
を
か
け
て
船
舶
で
向
か
う
の
も
又
楽

し
い
眺
望
を
満
喫
し
、
時
間
を
か
け
て
船
舶
で
向
か
う
の
も
又
楽

し
い
も
の
で
あ
る
。長
崎
に
は
、
過
去
何
度
か
入
港
し
た
経
験
が
あ

し
い
も
の
で
あ
る
。長
崎
に
は
、
過
去
何
度
か
入
港
し
た
経
験
が
あ

る
の
で
、
長
崎
港
の
良
さ
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

る
の
で
、
長
崎
港
の
良
さ
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

「
　
「
変
針
※
針
※

分
前
に
な
り
ま
し
た
。変
針
予
定
時
刻
○

　

分
前
に
な
り
ま
し
た
。変
針
予
定
時
刻
○
○
○
○

１０１０

伊
王
島
灯
台
を

　

伊
王
島
灯
台
を
○
○
○
度
○
○
マ
イ
ル
に
見
て

マ
イ
ル
に
見
て
○
○
○
度
に
変

度
に
変

針
、
次
の
舷
程

針
、
次
の
舷
程
○
○
マ
イ
ル
で
す
。」「
お
も
ー
か
ー
じ
」
航
海
長
操

マ
イ
ル
で
す
。」「
お
も
ー
か
ー
じ
」
航
海
長
操

艦
で
航
海
計
画
に
沿
っ
て
、
目
視
、
レ
ー
ダ
ー
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
駆
使

艦
で
航
海
計
画
に
沿
っ
て
、
目
視
、
レ
ー
ダ
ー
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
駆
使

し
つ
し
つ
つ
、
港
則
法
を
遵
守
し
、
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
安

つ
、
港
則
法
を
遵
守
し
、
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
安

全
に
全
に
長
崎
港
内
に
向
か
う
。こ
れ
は
現
在
の
入
港
風
景
で
あ
る
。歴

長
崎
港
内
に
向
か
う
。こ
れ
は
現
在
の
入
港
風
景
で
あ
る
。歴

史
的
背
景
を
頭
に
浮
か
べ
、
記
憶
は
乏
し
い
が
長
崎
港
に
向
か
う

史
的
背
景
を
頭
に
浮
か
べ
、
記
憶
は
乏
し
い
が
長
崎
港
に
向
か
う

こ
と
に
す
る
。

こ
と
に
す
る
。　

※
針
路
を
変
え
る
こ
と

針
路
を
変
え
る
こ
と

右
手
に
三
菱
重
工
業（
株
）長
崎
造
船
所
香
焼
工
場
が
見
え
る
。

　

右
手
に
三
菱
重
工
業（
株
）長
崎
造
船
所
香
焼
工
場
が
見
え
る
。

手
前
の
丘
に
風
力
発
電
の
白
い
風
車
が
、
さ
ら
に
海
側
に
は
長
刀

手
前
の
丘
に
風
力
発
電
の
白
い
風
車
が
、
さ
ら
に
海
側
に
は
長
刀

岩
台
場
跡
が
あ
る
。左
手
に
は
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
岬
の
白
い

岩
台
場
跡
が
あ
る
。左
手
に
は
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
岬
の
白
い

聖
母
像
が
は
っ
き
り
視
界
に
入
っ
て
く
る
。前
方
、
港
内
の
入
口
付

聖
母
像
が
は
っ
き
り
視
界
に
入
っ
て
く
る
。前
方
、
港
内
の
入
口
付

近
の
島
が
入
港
の
日
印
と
も
な
る
高
鉾
島
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の

近
の
島
が
入
港
の
日
印
と
も
な
る
高
鉾
島
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の

島
で
も
あ
る
。後
に
台
場
が
設
置
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
パ
ー
ベ
ン
ベ

島
で
も
あ
る
。後
に
台
場
が
設
置
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
パ
ー
ベ
ン
ベ

ル
グ（
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
）と
呼
ん
で
い
た
。高
鉾
島
を
左
に
見
て
、
前

ル
グ（
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
）と
呼
ん
で
い
た
。高
鉾
島
を
左
に
見
て
、
前

方
に
女
神
大
橋
が
見
え
る
。橋
の
長
さ
、
１
２
８
９
ｍ
、
海
面
か

方
に
女
神
大
橋
が
見
え
る
。橋
の
長
さ
、
１
２
８
９
ｍ
、
海
面
か

ら
の
高
さ

ｍ
で
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
長
崎
観
光
の
新
し
い

ら
の
高
さ　

ｍ
で
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
長
崎
観
光
の
新
し
い

６５６５

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
地
は
、
鎖
国
後
の
正
保
４
年（
１
６

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
地
は
、
鎖
国
後
の
正
保
４
年（
１
６

４
７
年
）ポ
ル
ト
ガ
ル
船
２
隻
が
貿
易
を
求
め
突
然
、
長
崎
港
に

４
７
年
）ポ
ル
ト
ガ
ル
船
２
隻
が
貿
易
を
求
め
突
然
、
長
崎
港
に

入
港
し
た
事
件
が
あ
り
、
幕
府
は
、
九
州
諸
大
名
に
港
口
の
封
鎖

入
港
し
た
事
件
が
あ
り
、
幕
府
は
、
九
州
諸
大
名
に
港
口
の
封
鎖

を
命
じ
、
軍
勢
は
約
４
万
８
０
０
０
人
、
船
数
８
９
６
隻
で
警

を
命
じ
、
軍
勢
は
約
４
万
８
０
０
０
人
、
船
数
８
９
６
隻
で
警

備
を
行
い
、
神
崎
、
女
神
間
約
５
０
０
ｍ
の
長
崎
湾
口
を
閉
鎖
し

備
を
行
い
、
神
崎
、
女
神
間
約
５
０
０
ｍ
の
長
崎
湾
口
を
閉
鎖
し

て
脱
出
を
防
い
だ
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
葡
萄
牙
船
入
港
ニ
付

て
脱
出
を
防
い
だ
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
葡
萄
牙
船
入
港
ニ
付

長
崎
警
備
図
」に
こ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
時
代
、
港
内

長
崎
警
備
図
」に
こ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
時
代
、
港
内

外
に
は
、
台
場
と
い
う
大
砲
の
陣
地
が
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
時

外
に
は
、
台
場
と
い
う
大
砲
の
陣
地
が
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
時

代
で
あ
る
。魚
見
岳
台
場
跡
は
、
今
春
、
友
人
と
散
策
し
た
が
、
良

代
で
あ
る
。魚
見
岳
台
場
跡
は
、
今
春
、
友
人
と
散
策
し
た
が
、
良

く
整
備
さ
れ
、
台
場
跡
、
火
薬
庫
石
倉
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
、

く
整
備
さ
れ
、
台
場
跡
、
火
薬
庫
石
倉
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
、

見
物
を
お
す
す
め
し
た
い
。国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

見
物
を
お
す
す
め
し
た
い
。国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
長
崎
の
守
り
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。鎖
国
後
、

　

当
時
の
長
崎
の
守
り
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。鎖
国
後
、

幕
府
は
、
長
崎
港
防
衛
の
た
め
、
要
衝
の
西
泊
と
対
岸
の
戸
町
に

幕
府
は
、
長
崎
港
防
衛
の
た
め
、
要
衝
の
西
泊
と
対
岸
の
戸
町
に

番
所
を
設
置
し
、
福
岡
藩
と
佐
賀
藩
に
交
代
で
隔
年
ご
と
に
警
備

番
所
を
設
置
し
、
福
岡
藩
と
佐
賀
藩
に
交
代
で
隔
年
ご
と
に
警
備

に
当
た
ら
せ
て
い
る
。佐
賀
、
大
村
両
藩
は
、
所
領
が
長
崎
に
あ
っ

に
当
た
ら
せ
て
い
る
。佐
賀
、
大
村
両
藩
は
、
所
領
が
長
崎
に
あ
っ

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
番
所
を
設
置
し
て
お
り
、
長
崎
奉
行
も
独
自

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
番
所
を
設
置
し
て
お
り
、
長
崎
奉
行
も
独
自

に
台
場
を
設
置
し
て
い
る
。さ
ら
に
、
平
戸
藩
に
命
じ
て
、
承
応
３

に
台
場
を
設
置
し
て
い
る
。さ
ら
に
、
平
戸
藩
に
命
じ
て
、
承
応
３

年（
１
６
５
４
年
）に
は
、
太
田
尾
、
女
神
、
神
崎
、
白
崎
、
高
鉾

年（
１
６
５
４
年
）に
は
、
太
田
尾
、
女
神
、
神
崎
、
白
崎
、
高
鉾

島
、
長
刀
岩
、
陰
尾
の
長
崎
港
内
外
の
７
箇
所
に
台
場
を
築
造
さ

島
、
長
刀
岩
、
陰
尾
の
長
崎
港
内
外
の
７
箇
所
に
台
場
を
築
造
さ

せ
た
。こ
れ
は
古
台
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
。フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
以
後
、

せ
た
。こ
れ
は
古
台
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
。フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
以
後
、

す
ず
れ
、
女
神
、
神
崎
、
高
鉾
島
、
陰
尾
の
５
箇
所
に
新
台
場
を

す
ず
れ
、
女
神
、
神
崎
、
高
鉾
島
、
陰
尾
の
５
箇
所
に
新
台
場
を

増
設
し
、
さ
ら
に
２
年
後
、
増
台
場
と
し
て
、
神
崎
、
魚
見
岳
、
高

増
設
し
、
さ
ら
に
２
年
後
、
増
台
場
と
し
て
、
神
崎
、
魚
見
岳
、
高

鉾
島
、
長
刀
岩
に
台
場
を
増
設
さ
せ
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
崎

鉾
島
、
長
刀
岩
に
台
場
を
増
設
さ
せ
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
崎

は
、
戸
町
、
西
泊
の
千
人
番
所
と
港
内
外
の
台
場
と
称
さ
れ
る
要

は
、
戸
町
、
西
泊
の
千
人
番
所
と
港
内
外
の
台
場
と
称
さ
れ
る
要

塞
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

塞
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

最
狭
部
を
通
過
し
て
、
港
内
に
入
る
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
港
町

　

最
狭
部
を
通
過
し
て
、
港
内
に
入
る
と
山
々
に
囲
ま
れ
た
港
町

独
特
の
風
景
が
視
界
に
入
る
。右
手
奥
に
小
菅
修
船
所
跡
、
左
手

独
特
の
風
景
が
視
界
に
入
る
。右
手
奥
に
小
菅
修
船
所
跡
、
左
手

に
三
菱
重
工
業（
株
）長
崎
造
船
所
が
見
え
て
く
る
。日
本
海
軍
の

に
三
菱
重
工
業（
株
）長
崎
造
船
所
が
見
え
て
く
る
。日
本
海
軍
の

戦
艦
武
蔵
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
、
吉
村
昭
著
「
戦
艦
武

戦
艦
武
蔵
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
、
吉
村
昭
著
「
戦
艦
武

蔵
ノ
ー
ト
」に
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。建
造
時
、
遠

蔵
ノ
ー
ト
」に
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。建
造
時
、
遠

望
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
船
台
の
周
囲
に
シ
ュ
ロ
縄
を
大
量
に

望
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
船
台
の
周
囲
に
シ
ュ
ロ
縄
を
大
量
に

設
置
し
た
こ
と
、
米
、
英
領
事
館
が
大
浦
海
岸
際
に
あ
っ
た
こ
と
か

設
置
し
た
こ
と
、
米
、
英
領
事
館
が
大
浦
海
岸
際
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
遮
蔽

ら
、
遮
蔽（
し
ゃ
へ
い
）

（
し
ゃ
へ
い
）の
た
め
倉
庫
を
建
設
し
て
い
る
。更
に
、
進
水

の
た
め
倉
庫
を
建
設
し
て
い
る
。更
に
、
進
水

時
、
船
体
の
長
さ
２
６
３
ｍ
の
巨
体
が
一
直
線
に
進
み
対
岸
に
激

時
、
船
体
の
長
さ
２
６
３
ｍ
の
巨
体
が
一
直
線
に
進
み
対
岸
に
激

突
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
船
体
の
両
側
に
重
い
鎖
を
つ
け
て

突
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
船
体
の
両
側
に
重
い
鎖
を
つ
け
て

船
体
の
動
き
を
止
め
対
岸
の
手
前
で
停
止
さ
せ
て
い
る
。こ
れ
は
対

船
体
の
動
き
を
止
め
対
岸
の
手
前
で
停
止
さ
せ
て
い
る
。こ
れ
は
対

岸
ま
で
６
８
０
ｍ
の
距
離
で
綿
密
な
計
算
の
も
と
で
は
じ
き
だ
さ

岸
ま
で
６
８
０
ｍ
の
距
離
で
綿
密
な
計
算
の
も
と
で
は
じ
き
だ
さ

れ
た
も
の
で
予
定
し
て
い
た
海
面
と
わ
ず
か
１
ｍ
し
か
違
わ
な
い

れ
た
も
の
で
予
定
し
て
い
た
海
面
と
わ
ず
か
１
ｍ
し
か
違
わ
な
い

位
置
で
停
止
し
た
と
い
う
。立
神
岸
壁
付
近
の
海
面
は
約

㎝
上

位
置
で
停
止
し
た
と
い
う
。立
神
岸
壁
付
近
の
海
面
は
約　

㎝
上

３０３０

が
り
、
波
高
最
大

㎝
に
達
し
、
約

分
続
い
た
。船
台
の
反
対

が
り
、
波
高
最
大　

㎝
に
達
し
、
約　

分
続
い
た
。船
台
の
反
対

５８５８

３０３０

側
の
浪
の
平
海
岸
で
は
一
時
的
に
発
生
し
た
高
潮
の
た
め
床
上
ま

側
の
浪
の
平
海
岸
で
は
一
時
的
に
発
生
し
た
高
潮
の
た
め
床
上
ま

で
海
水
が
浸
永
し
た
民
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。当
時
の
苦
労
が
し
の

で
海
水
が
浸
永
し
た
民
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。当
時
の
苦
労
が
し
の

ば
れ
る
。

ば
れ
る
。

や
が
て
、
雄
大
な
稲
佐
山
が
見
え
て
く
る
。展
望
台
か
ら
見
る

　

や
が
て
、
雄
大
な
稲
佐
山
が
見
え
て
く
る
。展
望
台
か
ら
見
る

風
景
は
、
港
内
外
が
一
望
で
き
る
絶
景
で
あ
る
。夜
景
は
、
ま
さ
し

風
景
は
、
港
内
外
が
一
望
で
き
る
絶
景
で
あ
る
。夜
景
は
、
ま
さ
し

く
１
０
０
０
万
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
。友
人
が
来
崎
し
た
ら
必
ず

く
１
０
０
０
万
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
。友
人
が
来
崎
し
た
ら
必
ず

案
内
す
る
場
所
で
も
あ
る
。

案
内
す
る
場
所
で
も
あ
る
。

さ
て
、
話
が
長
く
な
っ
た
の
で
、
グ
ラ
バ
ー
園
を
右
に
見
て
入
港

　

さ
て
、
話
が
長
く
な
っ
た
の
で
、
グ
ラ
バ
ー
園
を
右
に
見
て
入
港

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。前
方
に
三
色
旗
の
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
た
な
び

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。前
方
に
三
色
旗
の
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
た
な
び

く
出
島
和
蘭
商
館
跡
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
が
、
今
は
ビ
ル
の
谷

く
出
島
和
蘭
商
館
跡
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
が
、
今
は
ビ
ル
の
谷

間
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。い
つ
も
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。も
し
、

間
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。い
つ
も
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。も
し
、

当
時
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
を
感
じ

当
時
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
が
酷
な
話
か
も
し
れ
な
い
。平
成

年
度
に
出
島
表
門
橋
が
新

る
が
酷
な
話
か
も
し
れ
な
い
。平
成　

年
度
に
出
島
表
門
橋
が
新

２６２６

設
さ
れ
る
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。大
い
に
期
待
し
よ
う
。

設
さ
れ
る
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。大
い
に
期
待
し
よ
う
。
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